
 

 

 

 

 

 

乗り越える 

たがの杜小中学校 校長 北川 大樹 

 １学期の終業式（7/25）と同様、２学期の始業式（9/1）もオンラインを活用し、小中一貫校として２

学期をスタートしました。２学期は、宿泊行事をはじめとする校外学習、富士森公園陸上競技場でのス

ポーツフェスティバル（10/25）、二小校舎での学芸会（11/29）を折り目とし、これまでの子どもたちの

学習の成果を表現する機会を設定しています。引き続き、この地域の子どもたちの成長を温かく見守っ

ていただくとともに、励ましの言葉をお掛けいただけたら幸いです。 

 さて、この夏は戦後 80 年という節目にあり、全国各地で関係する行事等が行われました。本校児童

（12名）・生徒（１名）が、八王子市が主催する「戦後 80年 被爆樹木二世の植樹式」に出席し、当日

（8/15）のテレビニュース、翌日以降の新聞・インターネット記事等に掲載されました。 

この式で発表した本校代表生徒による平和メッセージの全文をご紹介いたします。 

 

 

 

        

地域運営学校 

八王子市立たがの杜小中学校 

（第二小学校・第四中学校） 
学校だより 第 6号 

令和７年 9月 1日(月） 発行 
～知性  公正  貢献～  

80年前の８月、まぶしい光と響き渡る音とともに、広島・長崎の街が奪われました。熱は人の身体を蒸発させ、爆風は建

物をなぎ倒し、火災が街全体を焼き尽くします。被害はたくさんのものを奪うだけではありませんでした。生き残った人々

の体に深く刻まれた放射線は、この後何十年にもわたって苦しみや痛みを残していきます。 

私たちのまち八王子もまた、同じ年の８月に激しい空襲を受けました。広島に原爆が投下されるわずか４日前のことです。

今見上げているこの空が炎に包まれ、今いるこの元本郷町などの市街地も焼け野原となりました。かけがえのない命、家や

学校、家族との日常が一瞬で失われる出来事について、15歳の私はその惨状に思いをはせることしかできません。しかし、

想像できないほどの悲しみや絶望があったのだと思っています。 

私は最近、戦争が人の命だけでなく、希望までも奪っていくものだということを学びました。学校の近くの工場で郷土の産

業について教えていただいたときの話です。 

 八王子は織物のまちとして広く知られています。現在も、古くから伝えられてきた技術を繋いでいこうとする職人の方々

がたくさん活動されています。 

80年ほど前、職人の数が急激に減ったということを知りました。はじめは、空襲による工場の焼失などが影響しているの

かなと思いましたが、その背景には別の要因がありました。戦う軍人の武器を作るために、工場の機械が鉄くずにされたそ

うです。織物工場は軍需工場となり、職人の方々は伝統ある織物の仕事を断念することを余儀なくされたそうです。多くの

職人の夢や希望・誇りが、戦争によって途切れたという事実を私は知りました。 

戦後、八王子の織物産業は復興を遂げ、八王子市全体の復興にも大きく貢献しました。それは生き抜いた人たちが、たくさ

んの思いを背負いながら、丁寧に糸を紡ぎ、布を織ってきた成果だと思います。 

私たち中学生は「戦争」というものを経験していません。しかし、八王子の職人の方々のように、過去から学び、未来へ紡

いでいくことができます。細く拙い糸は、紡ぎ、撚ることで、いずれ太く頑丈な糸になる。糸と糸は織ることで面となって広

がり、新たな可能性を見せてくれる。どんなに小さなことでも、紡いでいけば必ず未来へと繋がっていくということを、八王

子の産業が教えてくれているのではないでしょうか。 

 私と同年代の皆さんへ。八十年前の痛み・悲しみ・苦しみを風化させてはいけません。未来を担っていく私たちには、平和

のバトンをつないでいく使命があります。八王子は、広島・長崎で被爆された方が移り住み、平和への願いを語り伝えてきた

まちでもあります。過去や他者から学ぶこと、周りにある学びの種に気付き、考えることを大切にしていきましょう。身近な

平和のために、周りの人・いのちを大切にし、支え合いましょう。自分の手で紡ぐものに責任をもち、誰かが大切に紡いだも

のを尊重する。人の思いと行動、そして希望が織りなすものが、豊かで温かい未来を築いていくと信じて。 

令和７年８月 15日、八王子市立たがの杜小中学校(第四中学校) 山田 沙和 
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